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アクリルによる光の減衰実験

光の性質

・光は（ 電磁波 ）という波の一種である。

・我々が一般的に「光」と呼んでいるのは目に見える光
（ 可視光線 ）のことが多い。
目で感じる光の色は（ 波長 ） によって決まっている。

長短

可視光線領域

赤橙黄緑青紫 藍 赤外線紫外線
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光の性質

物体への入射光は、「反射」、「吸収」、「透過」という三つの行先
に分かれ、これらの間にはエネルギー保存則が成り立つ。

（反射）

吸収

透過

入射 入射光＝吸収＋透過＋（反射）

入射光に対する割合を
吸収率、透過率、反射率という

吸収率や反射率を合わせて
「減衰率」と呼ぶこともある
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物質中を進む光の減衰は何によって決まるか？

物質の違い

光の色（波長）

物質の厚み（透過距離）

実験２

アクリル板を重ねて厚みを変え
赤色レーザー光の透過光強度を
測定してみよう

・アクリル板（青）を透過する光の強度と透過距離
の関係性について調べ，実験結果から物理的な
法則について考察する。（実験１）

・アクリル板の色の違い（青・赤・緑）による結果の
差異について考察する。（実験２）

目標
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１．実験１

－アクリル厚みが増えるとと透過光強度はどのように減少するか－

レーザーポインターからでる光をセンサー受光部にあてて、その
間に厚さ2mmのアクリル板(青)を並べ透過光強度を測定する

x I

光源
センサー

入射光 透過光

透過距離

１．実験１ －アクリル厚みによる透過光強度の減少－

x I
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１．実験１ －センサを用いた透過光強度の測定－

レーザーポインターからでる光をセンサー受光部にあてて、その
間に厚さ2mmのアクリル板(青)を並べ透過光強度を測定する

(1) コンピュータのデスクトップ上の計測ソフト（Cap stone）を起動する。
(2) 高精度光センサのレンジボタンを押して、ハイレンジに設定する。
(3) PCのディスプレイ左下にある“レコードボタン”をクリックする。
(4) レーザーポインターの”POINT”ボタンを押して、レーザー光強度を測定する
(5) レーザー光の光軸が受光部の真ん中を通っていることを確認する。

（この時の強度は約３０００以上）
(6) アクリル板（青）８個を１つずつスタンドの間にはさみ，透過光強度を読み取る。

光があたる面に指紋等が付着している場合はクロスでふき取る。
(7) クロームブックを用いてクラスルーム上の〔光の減衰実験：スプレッドシート〕
に，読み取った値を入力する。

１ ２

３

後でリマインドする

センサーをPCに接続（USB）し
レコードボタンをクリックして測定開始

４

おもりの突起で「POINTを押してレー
ザー光を出しっぱなしにする」
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４

範囲選択コマンドを押す

５

読み取りたいデータ範囲を
選択し，コマンドをクリック

↓

平均値をクリック
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６

平均値を読み取る

７

アクリルを置いていない状態で
相対強度が３０００を超えていれば準備OK
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強度が３０００以下の場合は光軸が少しずれて
いるので、測定値を見ながらセンサーをずらして
微調整する

８

９

光軸に対してアクリルが垂直になる
ように、金具をスライドさせしっかり
はさむ

固定 スライド
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実験中はデータ入力係が代表して行い
実験終了後に共有する

データとグラフから分かることを考察する
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１．考察①

個人で考察（８分）

グループで議論（８分）

共有PCにデータと考察を入力

他班の考察を見て再考

データ入力

グループの考察を色付
きセルに入力
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１．結論

アクリル数 厚み x  (mm) 青板 透過率

0 0 3076

1 2 1860 60.5%

2 4 1130 60.8%

3 6 671 59.4%

4 8 398 59.3%

5 10 234 58.8%

6 12 142 60.7%

7 14 89 62.7%

8 16 54 60.7%

平均 60.3%

𝐼଴＝

サンプルデータ

𝐼ଵ
𝐼଴
𝐼ଶ
𝐼ଵ

透過距離が増加すると

（ ）で

透過光強度が減少していく

アクリル(青)の場合，透過距離が

2mm増加すると

（ ）

一定の割合

透過光強度が約６０％
に減衰する

１．結論 法則を数式化する

アクリルの枚数を とすると透過光強度 は

アクリルの厚みを (mm)とすると透過光強
度 は

透過光強度は指数関数的に減少していく
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１．実験２ －アクリルの色による透過光強度の違い－

色の異なるアクリル板（赤色，緑色，2mm）で同様の実
験を行い，色による減衰（吸収）の違いを調べる。

色の見え方
太陽

太陽光
（白色光）

様々な波長が連続
的に含まれた光

色あいを感じない
＝白色（反射光）
＝透明（透過光）
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色の見え方

色あいを感じない
＝透明（透過光）

赤みがかった透明
（透過光）

赤色に見えるものはそれ以外の色をよく吸収する

赤色に見えるものは赤色光を吸収しない

赤や緑をよく吸収する
物質は青色に見える

赤をあまり吸収しない
物質は赤色に見える
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今日のまとめ

• アクリルを透過する光は透過距離に対して指数関数的に減
衰する

• 赤色レーザー光を使用した場合，透過光の減衰（吸収）は

青色アクリル ＞ 赤色アクリル


